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研究成果の概要（和文）： 

全国の聾学校、難聴学級に発達障害に関する調査（文科省 2002）を実施した。その結果聾学

校で 32％、難聴学級で 28％に学習面または行動面の困難があることが示された。標準群を抽出

することで聴覚障害児版の判定基準の提案を行った。その結果によると、聾学校で 26％に発達

障害様の困難があることが示され、いずれも聴児に比べ高い率となった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

We analyzed the questionnaire results for 1777 students. As a result, there were 531 

students who had difficulties in learning (29.9%), 102 students had attention defect (5.7%), 

85 students had obsessive-compulsive behavior and interpersonal relationship problems 

(4.8%).There were 570 students who had difficulties in learning or behavior (32.1%). This 

result was higher than the result of normal hearing students. 
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１．研究開始当初の背景 
「９歳の峠」ということばが示すように、聴
覚障害児には言語や抽象的思考において発

達に困難を示す者がいることが指摘される。
しかし聴覚障害児の言語や社会性の発達は
個人差が大きく、全てが困難を示すわけでは
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なく年齢相応の言語発達等を示す者もいる。
近年の手話や人工内耳を活用した教育にお
いても、年齢相応の発達を遂げる群と停滞す
る一群があることが明らかになっている
（Greag,R 2006）。これまで聴覚障害児教育
においては言語指導が重要な領域となって
きたが、停滞する一群の認知特性や注意など
に関して焦点が当てられることは我が国で
はほとんどなかった。 
 
２．研究の目的 
そこで、本研究では以下の４点を柱として、
研究を進めていくこととした。 
（１）聴覚障害児の中にいわゆる発達障害を
併せ持つ子どもが、どのくらいの比率で存在
し、現在どのような教育支援を受けているの
かについて、聾学校だけでなく難聴学級も含
め全国の実態を明らかにすることを第一の
目的とした。 
（２）上記の全国実態調査を基に、発達障害
合併事例の類型化を行うと共に、各タイプの
困難状況を明らかにすることを第二の目的
とした。 
（３）（２）の類型化研究で得られた知見を
基に、そのタイプごとの典型事例を抽出し継
続的な教育支援による効果と変容をまとめ
ることを第三の目的とした。 
（４）発達障害をともなう聴覚障害児への早
期介入を目的に聴覚障害児の音韻意識の発
達との関連から、発達障害様の困難事例の抽
出を試みることを第４の目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）アンケート調査及びスクリーニングテ
ストを郵送で依頼した。調査は、学校として
の取り組みについてたずねた学校用アンケ
ート（各校１部）と、６歳児の実態を教師の
印象からたずねた幼稚部用アンケート（６歳
児学級に各１部）、小学部と中学部にはスク
リーニングテストからなるものであった。ス
クリーニングテストには文部科学省(2002)
が通常小･中学校を対象に実施した｢通常の
学級に在籍する特別な教育的支援を必要と
する児童生徒に関する全国実態調査｣を聴覚
障害児にも妥当に使用できるよう変更した
ものを用い、全国聾学校および難聴学級等
（小学校 577 校、中学校 220 校、聾学校 31
校)に配布した。 
（２）上記の調査でデータに欠損がなかった
聾学校小学部児童 1040 名を対象に、困難の
特徴によって児童生徒を類型化した。質問項
目の共通因子を抽出しまとめるために全項
目を基に因子分析(主因子法、バリマックス
回転)を行った。次に各対象児がそれらの因
子に対してどのような影響を受けているか
を示すために、すなわち児童生徒を特徴の傾
向ごとに類型化するために、因子得点を回帰

法により算出し、クラスタ分析(ward 法)を行
った。 
（３）類型化研究で抽出された標準群を取り
出し、標準群該当者の学習面の 6領域(｢聞く｣
｢話す｣｢読む｣｢書く｣｢計算する｣｢推論する｣)
と行動面の 3領域(｢不注意｣｢多動性－衝動
性｣｢対人関係やこだわり等｣)における平均
点(少数点以下第一位を四捨五入)を算出し
た。聴児における評価基準(学習面 12 点、｢不
注意｣｢多動性－衝動性｣6点、｢対人関係やこ
だわり等｣22 点)に標準群の平均値を加算し、
それを聴覚障害児版評価基準とした。なお、
｢不注意｣｢多動性－衝動性｣については聴児
での評価基準と同様に、0点及び 1点を 0点
に、2点及び 3点を 1点に換算し領域ごとに
合計した時の平均値を算出した。次に、新し
く提案した聴覚障害児版評価基準を用いて
児童を再評価し、発達障害のある聴覚障害児
の割合を算出した。 
（４）3～4年にわたって継続的に指導してい
る者でかつ（２）の類型化の各項目の因子得
点が平均的な事例を抽出し、その困難と支援
について整理した。 
 
４．研究成果 
（１）聾学校の取り組みとしては、90 校より
回答があり、回収率は 85.7％であった。「取
り組みを始めている」としたのは 90 校中 39
校(43％)「重要な課題とは認識しているが、
具体的にはこれから」としたのは 28校(31％)
であった。「課題となっていない」としたの
は 20 校(22％)、未記入は 3 校 (3％)であっ
た。 
文部科学省(2002)が聴児(小学校と中学

校)を対象に実施した原案調査では、学習面
か行動面で著しい困難を示す児童は 6.3％と
言われている。今回の聴覚障害児を対象にし
た調査では 33.4％となり、聴児の 5.3 倍の割
合となった。学習面のみの困難では聴児の
6.6 倍にあたる 29.9％、「不注意」又は「多
動性－衝動性」に著しい困難があるのは聴児
の 3.6 倍にあたる 9.0％、「対人関係やこだわ
り等」では聴児の 5.8 倍に当たる 4.6％とな
った（表５）。 

あくまで発達障害様の困難のある児童・生
徒の割合であり、このすべてに発達障害があ
るかは個々のケースを詳細に観察、評価する
必要があるものの、何らかの項目で困難を示
す児童生徒が約１/3 おり、どの項目において
も聴児と比較してより高い割合で困難を示
すものが存在した（表１）。 
全国の聾学校を対象に、発達障害様の困難の
ある聴覚障害児の実態調査を行った。その決
河、彼らに対して学校全体として重要な課題
として受け止めているところが、74％ありま
た実際に研修等取り組んでいるところも
43％に上った。このことから、発達障害する



認識は聾学校の中にも広がってきているこ
とが示唆された。 
また、文部科学省調査をベースにした調査の
結果は、小中学部の 33.4％に発達障害様の困
難のある児童生徒がいることが示された。
33.4％という数は聴児の 6.3％よりもはるか
に大きかった。この値は医学的診断に基づく
ものではないし、また聴覚障害のためにもた
らされる二次的困難（言語獲得の遅れや、コ
ミュニケーションが取れないことから生じ
る多様な集団への参加の制限など）から起因
している困難を多分に含んでいる可能性か
ある３）４）と考える。発達障害を合併する
聴覚障害児の実態についてはさらに研究３，
４で深めるものとする。 
ただし、原因は何であれ学習面や行動面に著
しい困難を示す児童生徒が 33.4%もいるとい
う数字は、重い課題を聴覚障害児教育に携わ
る我々に突き付けていると考える。 
 

表１小・中学部合算と聴児との比較 

 
（２）質問項目を整理するために小学部 1040
名分の全項目を変数に因子分析を行ったと
ころ、5 因子が抽出された(累積寄与率
53.5％) 。各因子における因子負荷量をみる
と、因子 1では｢話す｣、｢聞く｣、｢読む｣領域
の全ての項目と｢書く｣、｢推論する｣領域の一
部や、｢計算する｣領域の「学年相応の文章題
を解くのが難しい｣などが強く関連している
ことから｢言語｣に関する因子とした。因子 2
は｢対人関係やこだわり等｣領域のほとんど
の項目が強く関連していたことから｢対人関
係･こだわり｣に関する因子とした。因子 3は
｢多動性－衝動性｣領域の全項目と、｢不注意｣
領域の一部の項目が強い関連を示したこと
から｢多動･衝動性｣に関する因子とした。因
子 4 は｢計算する｣領域の全項目と、｢推論す
る｣領域の一部の項目が強い関連を示したこ
とから｢計算｣に関する因子とした。因子 5は
｢不注意｣に関するほとんどの項目と｢書く｣
領域の中の｢漢字の細かい部分を書き間違え
る｣、｢独特の筆順で書く｣、｢読みにくい字を
書く(字の形や大きさが整っていない。まっ
すぐに書けない)｣などが強い関連を示して

おり、よって｢不注意｣に関する因子とした。 
 

表２ 各クラスターの特徴 

 
次に、因子得点を変数としてクラスタ分析を
行い、児童を類型化した。抽出されたデンド

 聴覚障害
児 割合 

聴児 
割合 

学習面か行動面で著し
い困難 

33.4％ 6.3％

「聞く」「読む」「書く」「話
す」「計算する」「推論す
る」に著しい困難 

29.9％ 4.5％

「不注意」又は「多動性－
衝動性」に著しい困難 9.0％ 2.5％

「対人関係やこだわり等」
に著しい困難 4.6％ 0.8％

クラ

スタ

割合

(％）
困難の特徴 長所 

友達関係をうまく

作れない 

注意の問題は特

にない 

共感性が乏しく、

場を読めない 
計算が得意 

こだわりがある 落ち着いている 

第
１
ク
ラ
ス
タ 

6.4 

独特の表情があ

る 

衝動性はみられ

ない 

失くしものが多い

など忘れっぽい 
対人関係は良好

細部まで注意を

払えない 

暗算や複雑な計

算が苦手 

状況に合わせて

行動できる 

わかりやすく伝え

ることが難しい 

こだわりは見られ

ない 

第
２
ク
ラ
ス
タ 

12.6

集団場面でのや

り取りが苦手 

行動面は落ち着

いている 

第
３
ク

ラ
ス
タ

38.6

特に困難なし 

該当人数が最も

多い 

標準群 

わかりやすく伝え

ることが苦手 
計算は特に得意 

集団場面でのや

り取りや指示理解

が難しい 

対人関係は良好

第
４
ク
ラ
ス
タ 

17.2

文章から要点を

読み取るのが苦

手 

行動面に特に課

題はみられない 

暗算ができない 言語面は良好 

いくつかの手続き

のいる計算が難

しい 

行動面に特に課

題はみられない 

第
５
ク
ラ
ス
タ 

21.9

量の比較や単位

の理解が難しい 
対人関係は良好

じっとしていない 対人関係は良好

他人の邪魔や横

入りしてしまう 

計算に大きな課

題はない 

大人しくできず、

離席が多い 

物事をよく覚えて

いる 

気が散りやすい 
漢字など細かいも

のも得意 

第
６
ク
ラ
ス
タ 

3.3 

出し抜けに答える

など過度に話す 

言語面も比較的

良好 



ログラムより、6つのクラスタが見出された。
第1クラスタに属する児童は67名(1040名中
6.6％)、第 2クラスタは 131 名(12.6％)、第
3 クラスタは 401 名(38.6％)、第 4 クラスタ
は 179 名(17.2％)、第 5 クラスタは 228 名
(21.9％)、第 6クラスタは 34 名(3.3％)であ
った（表２）。 
 
（３）聾学校小学部の類型化研究において標
準群とされた第 3クラスタに該当したものは
401 名(1040 名中 38.6%)であった。これらを
取り出し領域ごとの平均点を算出したとこ
ろ、｢聞く｣領域 2.3 点、｢話す｣領域 1.4 点、
｢読む｣領域 2.4 点、｢書く｣領域 2.3 点、｢計
算する｣領域 1.3 点、｢推論する｣領域 1.5 点、
｢不注意｣領域 0.4 点、｢多動性－衝動性｣領域
0.3 点、｢対人関係やこだわり等｣領域 3.0 点
であった。採点は整数で行われるため小数点
以下第一位を四捨五入し、その数を聴児にお
ける評価基準に加算したところ、｢聞く｣領域
14 点、｢話す｣領域 13 点、｢読む｣領域 14 点、
｢書く｣領域 14 点、｢計算する｣領域 13 点、｢推
論する｣領域 14 点、｢不注意｣領域 6 点、｢多
動性－衝動性｣領域 6点、｢対人関係やこだわ
り等｣領域 25 点となり、これを聾学校小学部
における聴覚障害児版評価基準とした 

領域ごとの詳細をみると、学習面及び行動
面の｢不注意｣｢多動性－衝動性｣、｢対人関係
やこだわり等｣の全領域で困難ありだったも
のは 13 名(1040 名中 1.3%)、学習面と｢不注
意｣｢多動性－衝動性｣の 2 領域で困難ありだ
ったものは 49 名(4.7%)、学習面と｢対人関係
やこだわり等｣で困難ありだったものは 6 名
(0.6%)、｢不注意｣｢多動性－衝動性｣及び｢対
人関係やこだわり等｣で困難ありだったもの
は 4名(0.4%)、学習面のみで困難ありだった
ものが最も多く 160 名(15.4%)、｢不注意｣｢多
動性－衝動性｣のみで困難ありだったものは
30 名(2.9%)、｢対人関係やこだわり等｣のみで
困難ありだったものは 8 名(0.8%)であった
(図１)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．聴障版評価基準での割合 

（４）①第１クラスタ（共感性が乏しくこだ
わりが強いタイプ）の事例（a児） 
 聾学校小学部高学年の男児で平均聴力レ
ベルは両側 95dBHL。主たるコミュは手話で 
音声を併用していた。知能検査（WISCⅢ）の
結果は動作性が IQ95、言語性 IQ が 96 でアス
ペルガーの診断を受けていた。深海魚や毒な
ど特定のものへの興味の偏りがあり冗談や
比喩が理解しにくいためにクラスメイトと
のトラブルが絶えなかった。 
自閉症スペクトラムのある聴覚障害児に対
しては次の３点を心がけて具体の指導にあ
たった。（１）学習のために確実なコミュニ
ケーション手段を押さえる （a 児の場合は、
文字表記と手話の併用であった）。（２）聴覚
障害児ゆえの言語の弱さに配慮する（a 児に
は、イメージを助ける絵や動画教材を補助的
に利用 した）。（３）発達障害による困難へ
の介入（a 児にはソーシャルスキルの向上を
意図した指導を実施した）。 
初年度は、知識として対人関係を整理する
ことを意図し、通学時のトラブル場面を取り
上げ、動画教材で学習を進めた。その結果、
マナーやトラブルへの対応は知識として整
理することが円滑にできた。２年目も動画教
材を用いて、イメージしやすくして、道徳教
材等の登場人物の心情理解を取り上げた。  
現在、必ずしも正解がないような状況で、他
人の考えを許容することは、まだ苦手である。
そのため自分の考えに固執することがあり、
アスペルガー的特徴が無くなるわけではな
い。しかし、聴覚障害ゆえのコミュニケーシ
ョンや言語面への配慮をすることで、知識と
して対人関係を整理することはできるよう
になり、かつてのような友人とのトラブルは
現在ほとんど無くなっている。 
②第２クラスタ（特に言語面に強い困難が
あるタイプ）の事例（b児） 
b 児は、聾学校小学部高学年の男児で平均聴
力レベルは右耳 40dBHL、左耳 91dBHL と一側
の難聴が軽いために音声でのコミュニケー
ションを主としていた。音読が苦手で、読み
飛ばしや読み間違いが目立ち、学習意欲が極
端に低下していた。特に読み書きに苦手意識
があり、強い拒否感を持っていた。低学年ま
では小学校に在籍していたが、学習面での困
難が大きく、聾学校へ転校した。 WISCⅢの
結果は、動作性 IQ が 101 であるのに対して
言語性 IQは 76 と 25 もの差があった。 
b 児は文字を一つずつ読むことはできるが、
文字列を音声に変換するのに時間がかかり、
そのために目で追っているところと声にし
ているところが乖離してしまい、いわゆる飛
ばし読みや勝手読みをしてしまう様子が見
られた。そこで、音読のモデルを示してから、
それに続いて b児に読ませる（先行読み）よ
うにすると円滑に読むことができた。一人だ

「学習面」か「行動面」で著しい困難 

26.0%（1040 名中） 

不注意・衝

動性 

9.2％ 

対人関係 

3.2％ 

学習面 

21.9％ 



けで読ませると 20％しか正答できなかった
読解課題が、モデルを示して先行読みをする
と、流暢率が上がって読解課題の正答率も
60％と顕著に上昇した。すなわち、b 児の場
合、円滑な音読をする手立てを工夫するだけ
で読解力の向上も期待できた。 
それで、連続提示されるかな文字を見て早く
読む練習を電子教材として作成し、自宅で行
わせた。その結果、文字から音声を喚起する
のが早くなり、現在は、特に配慮をしなくて
も８割近くの文節が円滑に読める状態に改
善した。  
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